




研究目的 

 前三年間の班研究に於いて,新生児中枢神経系ウイルス感染症の病因として,エンテロウ

イルス(EV)が最も重要であること,新生児室でのウイルス水平感染の主因としても EV が重

要であることが明らかにされた。そこでその予防対策の一つとしての,EV 感染散発例の早

期診断の基礎として,病像の早期把握,ウイルス学的早期診断の方法の検討などが重要な課

題と考えられる。その究明のためにはEV 散発例の可及的多数例の集積と,それによる病像

の把握が先決である。 


